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塵
膿
襲
塾
大
畢
喜
文
畢
曾
規
約

第
一
章
総
則

第
一
保
本
皐
曾
は
「
慶
臆
義
塾
大
串
嘉
文
皐
曾

L
L
」
稽
す
る
。

第
二
保
本
塵
曾
は
丈
島
＼
言
語
、
事
術
の
研
究
を
目
的
と
す
る
。

第
三
保
本
車
曾
の
事
務
所
は
東
京
都
港
匝
芝
三
回
二
ノ
二
慶
臆
義
塾

大
患
で
文
庫T部
丈
単
科
研
究
室
内
に
置
く
。

第
四
時
本
陣
一
合
同
は
第
二
保
に
定
め
ら
れ
た
目
的
を
達
成
ず
る
た
め
に

左
の
事
業
を
行
う
。

一
、
曾
員
の
串
術
研
究
を
助
成
す
る
事
業
。

二
、
曾
員
の
早
術
研
究
を
接
表
す
る
事
業

ο

A
、
機
関
誌
「
妻
女
研
究
L
の
遊
行
。

B

、
事
術
研
究
設
表
曾
ω
開
催
ω

一
ニ
、
そ
の
他
本
思
一
命
日

ω
H

的
ぞ
法
成
す
る
に
必
M
X
h
u
事
業
け

第
二
草
合
同
日

第
五
保
本
障
で
曾
は
匿
隈
義
塾
一
大
串
嘉
文
関
係
の
教
授
、
助
教
技
、
講

師
、
助
手
、
副
子
、
及
び
入
舎
を
希
望
す
る
字
業
者
、
並
び
に

曾
民
二
名
以
上
ω
推
薦
に
よ
り
委
員
ム
刊
の
承
認
奇
特
た
者
を
以

て
曾
民
と
す
る
。

第
六
保
曾
貝
は
そ
の
研
究
を
機
関
誌

1
事
丈
研
究
し
及
び
本
ム
官
製
術

接
表
曾
で
謹
表
す
る
こ
と
が
山
来
る
。

第
七
保
脅
費
は
別
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
従
う
。

第
三
平
役
目

第
八
保
本
障
で
命
H

に
完
の
役
目
を
置
；

υ

一
、
妻
日
長
一
名
二
、
委
日
若
干
名

第
九
保
委
民
は
合
口
の
選
撃
に
よ
ぺ
て
陸
陪
義
艶
大
原
嘉
文
関
係

ω

在
職
者
中
か
ら
選
ば
れ
る
け

第
十
保
委
員
長
は
委
員
の
互
選
に
よ
っ
て
選
ば
れ
口
九

第
十
一
一
係
委
員
長
は
委
員
中
か
ら
曾
計
、
編
集
そ
の
他
の
専
門
委
員
を

指
名
す
る
こ
と
が
あ
る
。
委
員
は
委
員
長
を
補
佐
し
て
曾
務
を

ゐ
u
・
“
，
。

主
ヤ
7
F

各
彼
員
の
任
期
は
一
カ
年
と
す
る
。
但
し
重
任
を
妨
げ
な
い
。

第
四
章
曾
議

第
十
三
保
本
車
曾
は
穂
曾
と
委
員
曾
と
を
開
く
。

第
十
四
保
融
曾
は
委
員
長
が
こ
れ
を
招
集
し
、
曾
員
過
宇
敷

ω
出
席
に

よ
っ
て
成
立
す
る
。
議
事
の
決
定
は
多
数
決
に
よ
る
。

第
十
五
保
棺
曾
は
毎
年
一
同
開
催
し
、
役
員

ω
改
選
、
脅
務
報
告
等
そ

行
う
。

第
十
六
僚
委
員
曾
は
随
時
こ
れ
を
開
く
。

第
五
章
料
開

第
十
七
保
本
串
曾

ω
曾
計
年
度
は
四
月
一
日
に
始
h

翌
年
一
一
一
月
三
十
一

日
に
終
る
。

努
十
八
保
木
串
曾

ω
終
常
費
は
財
固
法
人
由
民
臆
義
塾
そ
の
他
よh
リ
の
補

助
金
並
び
に
曾
費
寄
附
金
及
び
そ
の
色
他ω
牧
入
を
以
て
こ
れ
に

特
同
て
る
。

第
十
二
保

昭
和
三
十
年
十
一
月
二
十
五
日

昭
和
三
十
年
十
一
月
三
十
日

設印
行刷

ヤ
仁
田
氏

r
F
〆
，
か
市ι

「
し
1
1
d
4

R
7
1

「H
世

編
集
枇

義
行
人

時I
R 

慶主
代感 i是

主義当
長＇.＼ HI 

西天三
脇堅 h

黍京

円支
二墜

郎曾

IL¥ 

HR 

東
京
都
港
一
帆
芝
f

一
問
問
同
町
八

庵
臆
通
一
一
い
株
式
合
枇

印
刷
所

東
京
都
新
約
川
市
中
ケ
先
日
目
同
町
一

中
央
製
本
印
刷
株
式
合
枇


